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平成26年8月29日 外部評価確定日 平成26年9月24日

法人名

社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会

佐賀県佐賀市鬼丸町７番１８号

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

所在地

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

自己評価作成日

国道から少し入った所で、騒音もないのどかな田園の中に建つ事業所である。庭先の椅子とテーブルはひなたぼっ
こや、外の空気に触れながらのお茶時間にも最適である。全室の約半分が庭に面し、その居室に窓ではなく縁側の
ようなサッシ戸が設えてあるのは、災害時にはそこを非常口としても活用できるからである。また、居室毎に貼られた
色紙は避難時の介助の程度を表し、外部の救援者に伝わりやすくなっている。毎日記入される記録簿にも工夫が
ある。開くと入居者毎のページが見開きで用意されている。一日の流れは２枚並べて綴じられているが、片方は前
日分である。食事から排泄、運動や睡眠状況等に至るまで記録があり、当日の様子と比べつつ目安にもなってい
る。項目は入居者の状況により増えたりもする。緊急の連絡先や介護計画も見ることができ、職員が使いやすく要領
を得た仕様になるまでの工夫が伺える。代表者の志は高く、その分職員に対し厳しくもあるが、「その人らしく生きて
いただこう」という理念は全ての職員に浸透し、日々のケアに活かされている。

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

訪問調査日

自己評価及び外部評価結果票
（様式第１号）

【事業所概要（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

4170500328

株式会社ジョウジマ　　

グループホームふるさと伊万里

佐賀県伊万里市南波多町大川原４２２４－１

利用者様がホームでの生活を楽しまれ、自分の居場所や役割を持たれることで生き生きと過ごして頂けるよう支援し
ています。そのために職員は、常に笑顔と元気な挨拶・会話に心がけています。年間を通しての四季折々の行事を
計画し季節の移ろいを感じ、楽しんでいただけるように支援しています。また、今年度から毎月の自主防火訓練に
取り組んでいます。いざと言う時に、私たち職員が適切な動きを迅速に行い、利用者様の命を守ることが出来るよう
に努めています。

事業所番号
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〔セル内の改行は、（Ａｌｔｷｰ）＋（Ｅｎｔｅｒｷｰ）です。〕

自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

2

6

(1)

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

項　　目

1

朝の申し送り時には、必ず理念を唱和
し意識の共有、実践に取り組んでいる。
また、新任研修時には、事業主より理
念についての説明がなされている。

4

年6回開催し状況の報告を行っている。
防火訓練、敬老会などホームの行事へ
も参加して頂き利用者とのふれあいも
ある。特に防災については区長様より、
地域の情報や意見を頂いている。

(3)

地域の方の訪問の際には、質問を受け
たり現状をお話ししている。また、小・中
学校の福祉体験、職場体験の受け入れ
もしている。市より要請がある時には、
認知症サポーター研修の受け入れも
行っている。

地域の夏祭りに積極的に参加してい
る。また、ホーム行事への呼びかけや、
小・中学校婦人会、老人会のボランティ
アを招いて、地域住民と触れ合い日常
的な交流を図っている。

毎日朝の申し送り時に読み上げる事
で、理念を共有し実践に取り組んでい
る。新人研修時、事業主より理念につい
ての説明がなされている。

地域の方との日常の挨拶や会話を積極
的に行っている。地域の夏祭りへも参
加をしている。婦人会、老人会の訪問、
小・中学校のボランティア活動の場にも
なっている。クリスマス会には、地域の
保育園児・保護者にも参加して頂いた。

小・中学校の職場体験を受け入れてお
り、福祉と直接関わる場を設けている。
他施設からの研修や見学を受け入れて
いる。

(2)

(5)

常日頃より、言葉の拘束から身体まで
安易に拘束に至らないように勉強会を
通して知識を高め取り組んでいる。玄関
は施錠せず外へ行かれる方に関して
は、ユニット間で見守り、ご本人の要望
が尊重できるように支援している。

全ての職員は、身体拘束の内容と弊害
を理解している。定期的な研修も行い
認識の共有を図っている。玄関に施錠
はなく、入居者の癖や傾向をつかむこと
で安全を確保しつつ自由な暮らしを支
援している。

理念は、常に立ち戻る基本として代表
者により作り上げられている。それを踏
まえて、年度毎に介護目標が掲げら
れ、各ユニットでは、そこから更に掘り
下げた目標を考え、方向を定めている。
日々それらを唱和することで意義を確
認し、具体的なケアへと繋げている。

外部評価
（評価機関記入欄）

事業所は、地域とのつながりを大切に
し、行事等にも積極的に参加している。
また、クリスマス会やバーベキュー等に
は、近隣住民も招き交流に努めている。
ボランティアの訪問は、多種にわたり、
なかでも体験学習の場として小中学生
を受け入れていることは、必要とされる
活動や役割を担っていこうとする姿勢の
現われである。

事業所でも身体拘束マニュアルを作成
し勉強会を行っている。問題が発生した
時には、その都度状況の把握に努め、
スタッフでの話し合いを行い、拘束のな
いケアに取り組んでいる。状況に応じ家
族との連携を取っている。

運営推進会議のメンバーでもあり普段
から顔なじみである。また、電話よりも
直接出向いて話をすることが多く、実直
に対応してもらえる関係が築けている。
認定に関する事や空き状況、時には食
中毒予防等のアドバイスをもらったり連
携を深めている。

7

事業所でも虐待防止マニュアルを作成
し、スタッフ会議、スタッフ研修で勉強し
虐待防止に努めている。問題発生時に
は、申し送りや連絡ノートを利用し、そ
の都度ユニットでの検討を行っている。

事業所でも虐待防止マニュアルを作成
している。スタッフ会議、スタッフ研修で
勉強し、虐待防止に努めている。問題
発生時には、申し送りや連絡ノートを利
用しその都度ユニットでの検討を行って
いる。

5
運営推進会議には、市の担当者に参加
して頂き、事業所に対する意見や情報
の交換を行っている。

3

(4)

ご家族、行政職員、消防団員等の方が
参加され、貴重な意見や情報を提供し
て頂いており、日々の業務に役立てて
いる。ホーム内行事の防火訓練や敬老
会への参加など事業所の活動を見ても
らい、当事業所での利用者の業況を報
告させて頂いている。

運営推進会議には、市の担当者が必ず
参加され、事業所に対する意見を頂い
ている。　　その際情報の交換を行って
いる。

運営推進会議は、外部の方の意見が
聞ける絶好の機会と捉え、仕事を持つ
メンバーも出席しやすいように夕方から
開催している。会議では、事業所からの
報告だけではなく、メンバーからの率直
な意見も出ている。それがきっかけで実
施された事が毎月の避難訓練であり、
更には、夜の暗さに備えた駐車場の外
灯設置である。メンバーは、事業所の行
事等にも関わり、協力者としても貴重な
存在である。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取り組みをしている

有給を利用し、外部研修にも積極的に
参加できる職場環境を整えている。職
員旅行や親睦会も行われている。

毎月のスタッフ研修及び新任研修を
行っている。また、外部研修の情報を提
供し、積極的な参加を促しスキルアップ
を図っている。

12

市内同業者との合同の研修会を行い、
現状での状況や意見の交換を行った。
（6/23）

月一回のスタッフ研修や新人研修を
行っている。外部より講師を招いて講習
会を開き、また外部研修にも積極的に
参加して、スキルアップに繋がってい
る。

職員は、スタッフ会議・ユニット会議等で
積極的に意見・提案した事を運営や業
務に生かせるように努めている。

勉強会の資料を保管し、いつでも利用
者に必要な支援が出来る様にしてい
る。

11

10

家族会より運営推進会議への参加、
ホーム行事への家族の参加を頂き、意
見・情報の交換を行っている。電話や面
会時など日頃から家族との意見交換を
行っている。

8

入居時には、家族に対して契約につい
ての説明を行っている。不明瞭な点が
ないか必ず家族に確認している。事務
担当者も同席し事務的なこともきちんと
説明している。

職員はスタッフ会議、ユニット会議など
で積極的に意見、提案をしている。そし
て出来る事から取り組んでいる。アイ
ディアボックスが設置され、提案がしや
すく迅速に対応できる環境である。

(6)

13

9

14
市外の他事業所からの視察研修の受
け入れや市内同業者を交えた研修会を
行った。　　（６/２３）

(7)

家族会を立ち上げ、運営推進委員会に
参加してもらい、ホームの現状の報告
や意見を頂いている。また、スタッフは
電話や面会時に利用者様の状態報告
や意見交換を行っている。

家族の来所は職員にとっても絶好の機
会であり、率直に話してもらえるよう努
めている。電話や手紙で近況を伝える
場合でも、出来るだけ家族の思いを汲
み取ろうとしている。電話での連絡は頻
繁に行っているが、それが家族からの
信頼と理解に繋がっている。出された意
見等は前向きに活かそうとする姿勢が
みられ、サービスの質の向上へ反映さ
れている。事業所の外にも苦情や相談
の窓口があることは書類にも明記され、
説明も行っている。

有給を利用し、外部研修にも積極的に
参加出来る職場環境を整えている。職
員旅行や親睦会も行われている。

月一回全ての職員が参加するユニット
毎スタッフ会議が行われている。これに
は非番者も出席する。限られた時間を
有効に使うため、予め具体的な内容を
記載したレジュメが用意される。代表者
や管理者は、現場を一番よく知るのは
職員であるとの認識から、活発に出る
意見に耳を傾けている。また、日頃のコ
ミュニケーションも大切にし、自由な話し
合いが持てるよう工夫している。

勉強会の資料を保管し、いつでも利用
者に必要な支援が出来る様にしてい
る。

入所時は、ご家族へ重要事項説明書に
ついて内容を詳しく説明をしている。当
事業所の外部評価の内容を渡して、当
事業所の取り組みを理解して頂いてい
る。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

18

20

19

入居に当たり家族や本人の要望などに
対しては真摯にお話を聞いている。入
居されたら利用者の様子をこまめに家
族、ケアマネに連絡し安心していただけ
るように努めている。また、いつでも気
軽にスタッフに声を掛けて頂ける雰囲気
づくりに努めている。

17

16

本人様が出来られる事をスタッフ全体で
見極め、自立支援に向けた残存機能を
活用を目的として取り組んでいる。過去
の生活歴をお聞きしながら支え合う事を
基本とし、喜び合える関係を図ってい
る。

毎日の生活の中に、利用者それぞれの
残存機能を生かした役割を持って頂き、
生き生きと生活して頂けるよう支援して
いる。（食器拭きや洗濯物畳などスタッ
フも一緒にやっている）

入居時に、家族や担当のケアマネー
ジャーから、これまでの生活について聞
き取っている。出来るだけ地域との接点
を保ちながら関係の継続に努めてい
る。行きつけの美容院へ通ったり、ドラ
イブや日用品の買い物に出掛けること
で継続的な交流ができるよう支援してい
る。

15

入居希望時は、家族・本人にもホーム
の見学をして頂いている。面談も行い
ゆっくりと話を聞いている。安心して利
用して頂くために、状況の確認と情報を
正確に受け取り、必要なケアの提供が
出来る様に努めている。

必要なケアの提供が出来る様に努め、
本人や本人に関する事項を家族やケア
マネから情報収集してよく把握した上
で、ケアプランの作成を行い、ホームの
生活に馴染んで頂けるように支援して
いる。

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

家族の状況や本人の要望を詳しく伺
い、必要なサービスを提供している。ま
た、その時の状況や希望があれば体験
入居を利用して頂く事もできる。

家族の面会時は、居室でゆっくり過ごし
て頂いている。時には一緒に食事を楽
しまれる事もある。外出される時には、
利用者の状況を伝え安心して頂けるよ
う支援している。希望があれば車椅子
の貸し出しも行っている。

(8)

基本的には、いつでも何方でも面会で
きるようにしている。行きたい場所など
の要望以外でも外出を計画にいれた支
援をしている。

家族の状況や本人の要望を詳しく伺
い、必要なサービスを提供している。そ
の時の状況により体験入居を利用して
頂けるようになっている。

行事やレクに参加して頂き、利用者同
士の交流や共通の話題の提供に努め
ている。その時は、席の位置にも気を配
りふれあいや会話がスムーズにいくよう
配慮している。ユニットでのお誕生会に
は全員の方が参加されている。

家族、親戚や友達など、いつでも気持ち
よく訪問して頂ける雰囲気作りに努めて
いる。外出の支援もしている。

面会時、利用者の近況をお伝えしたり
電話や手紙でも報告している。また、年
４回のホームで作成した広報をお渡し
し、行事の参加の呼びかけも行ってい
る。

21

利用者同士がお互いに仲間意識を持っ
て頂く様に、誕生日会や行事など利用
者全員で顔を合わせ、カラオケなどを
し、楽しめる機会を提供している。

入居に至るまでは、利用者にお会いし
たり、希望があれば体験入居をして頂
いている。また、家族の要望や不安をお
聞きしている。入居後は、家族に頻回に
連絡するようにしている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

本人や家族には、日頃の関わりの中で
思いや意見を聞き、介護計画に反映さ
せるようにしている。設定期間毎の見直
しはもとより、要望や変化があれば、そ
の都度、臨機応変に対応している。介
護計画の担当者会議に家族の同席を
検討しており、計画が作られていく段階
を直に見てもらうことのメリットに期待し
ている。

個人の1日の記録や受診ノート、管理日
誌、申し送りノートの活用により、現状
の把握や日々の変化に気づくように努
め、スタッフ間で情報を共有し、一人一
人に合ったケアが出来る様に支援して
いる。

必要な方に応じては、当事業所のPTに
よるリハビリを行っている。また、月１回
定期的に眼科や主治医の往診をして頂
いている。往診以外でも、体調の変化
時は、病院へお連れしている。

退去されたり他の施設に移られても、必
要に応じて情報の提供を行っている。ま
た、亡くなられた時には、通夜、葬儀へ
の参列をさせて頂いている。

利用者個人の24時間の記録をすること
で現状の把握が出来る様にしている。
記録様式は個人に合った様式にし、誰
が見ても状況のわかる記録を残すよう
にしている。

26

ユニット会議を3か月ごとに行い、スタッ
フ全員の意見を基に、担当者が介護計
画書を作成している。家族面会時や日
常の利用者との会話の中から意見や希
望をくみ取り反映させるようにしている。
また、必要に応じカンファレンスを行い
介護計画の見直しを行っている。

27

28

個人の1日の記録や受診ノート、管理日
誌、申し送りノートの活用により、現状
の把握や日々の変化に気づくように努
めている。その情報をスタッフ間で共有
し、介護計画書の見直しに生かしてい
る。

状況に応じて家族やボランティアの協
力を得ている。個人に合わせ受診や往
診を利用している。状態にあった対応が
出来る体制をとっている。

(10)

23

これまでの生活を考慮しながら、趣味や
特技を継続して生かせる場を提供でき
るように努めている。また、日常におい
て本人の意思を大事にしながら、お手
伝いなどをして頂いている。（食器拭き、
片付け、洗濯物畳等）

日常の関わりの中で、一人ひとりに関
心を払うことで思いを汲み取ろうと努め
ている。入浴時や就寝前、また、お茶を
飲みながら話をしている時などリラック
スしている時には、思いがけず入居者
の思いが聞けることもある。職員は、入
居者に寄り添い、ゆっくりと話し掛けるこ
とで把握に努めている。

一人一人の要望は何なのかを認識した
上で、日常生活の中に出来られる事を
可能な限り取り入れている。また、本人
の意思を大切にしながら、希望に沿った
支援を行っている。（食器拭き、洗濯物
畳み、モップ掛けなど）

家族、ケアマネの情報を基に、これまで
のサービス利用を把握し、生活のパ
ターンを知るように努めている。入所の
際には、なじみの場所へお連れしたり、
愛着のある家具などを使用して頂き、落
ち着いて頂ける環境つくりに努めてい
る。

24

利用者個人の２４時間の記録をする事
で現状の把握が出来る様に、スタッフ間
で利用者の状況等・意見の共有に努め
ている。ケアプランでは、センター方式
を活用し利用者の情報収集を行ってい
る。

ユニット会議を三ヶ月に一度行い、ス
タッフ全員の意見を基に、担当者が介
護計画書を作成している。又、状況の
変化や必要時に家族を交えてカンファ
レンスを行い、新たに介護計画書を作
成している。

22

(9)

家族、ケアマネの情報を基に、これまで
のサービス利用を把握し、生活のパ
ターンを知るように努めている。入所の
際には、愛着のある家具などを使用し
て頂き、落ち着いて頂ける環境つくりに
努めている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25

家族の要望により、本人に適した施設
等の相談、援助、情報提供を行ってい
る。また、入院中のお見舞いや亡くなら
れた時は、通夜・葬儀への参列をさせて
頂いている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組
んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

29

入居後も主治医の変更を勧めたりせ
ず、本人や家族が希望するかかりつけ
医となっている。受診には、職員が同行
し、それぞれのかかりつけ医とは話し合
いや情報のやり取りを通して関係が築
けている。また、受診結果に変化があ
れば当日中に家族に報告している。

(11)

小・中学校の職場体験の受け入れや、
地域の老人会の訪問など交流が出来
ている。月1回の映写ボランティアはとて
も喜ばれている。

本人、家族の希望を取り入れ、かかりつ
け医の受診を継続できるようにしてい
る。病状の変化によっては、家族と相談
のもと主治医の変更も行っている。認知
症に関しては専門医の受診をしている。

本人、家族の希望を大切にして入居前
のかかりつけのDrとの関係を図りなが
ら定期的な受診を行っている。異常時
にはその都度受診し、認知症状に関し
ては専門のDｒへの受診を行っている。

地元の小・中学校の職場体験を取り入
れたり、地域の行事に参加したり、老人
会の見学・慰問や、映写会・生け花など
地域ボランティアを招いている。

30

32

担当医との連携を図り、入院は最小限
にして頂いている。異常時や退院時に
はホームに連絡を頂くようにしている。
家族の希望があれば、医師の指示のも
とにホームでの対応も行っている。

31

利用者の状態や変化をこまめに看護師
に伝え、日常の健康管理に努めてい
る。必要に応じて医療機関を受診してい
る。

早期退院が出来る様に病院と相談や情
報交換を行っている。病院での対応が
困難な場合は主治医の指導の下、医療
機関との連携を取り行っている。

34

緊急連絡網を作成し活用している。個
人で判断せず速やかに管理者に連絡
し、指示の元対応している。事業所でも
マニュアルを作成し、勉強会を行い緊急
の対応が出来る様に努めている。

緊急連絡網を作成し活用している。個
人で判断せず速やかに管理者に連絡
し、指示の元対応している。事業所でも
マニュアルを作成し、勉強会を行い緊急
の対応が出来る様に努めている。

33 (12)

重度化した時には家族、医師を交えた
カンファレンスを行い、家族の意見を尊
重しながら今後の方針を決めている。そ
して、家族、医療機関との連携を密にと
りケアに取り組んでいる。

これまでに看取りの経験がある。入居
時にターミナルケアについての説明も
行っている。本人や家族の思い、また事
業所の体制など状況の変化に応じて、
繰り返し話し合いを持つようにしてい
る。本人や家族の意向をふまえ、安心し
て納得した最期が迎えられるように取り
組んでいる。

重度化した場合は、家族、かかりつけ
Dr、事業所とカンファレンスを行い今後
の方針を定め、家族・医療機関と密に
連絡を取っている。

看護職員との連携を取り、利用者の状
態に応じて医療機関との連携を図り、日
常の健康管理に努めている。

災害時のマニュアルを作成している。地
区消防団にも消化訓練に参加して頂い
ている。災害時の避難訓練についても
勉強会を行っている。今年４月より毎月
１回、防火管理者の元、全職員対象に
防火訓練を行っている。

年二回の避難訓練には、消防署や地域
の消防団も立ち会っている。夜間を想
定し、夕方の薄暗くなる時間帯にも行っ
ている。この他に事業所独自の訓練を
毎月行ったり、あえて遅出・夜勤者が避
難手順の唱和をしていることは職員の
意識の変化となって表れている。夜の
暗さを案じて外灯も設置された。全ての
職員は、消火器と火災通報装置の使い
方も心得ており、家族へは一次避難場
所も周知している。これからは、近隣住
民の参加を呼びかけたり、非常食や水
の備蓄を検討されている。

35 (13)

災害時のマニュアルを作成している。年
2回の防火訓練には、運営推進委員に
も参加して頂き意見を頂いている。訓練
後は意見や、指摘などをもとに勉強会
をしている。今年4月から月1回の自主
防火訓練に取り組み、災害時に迅速な
対応が出来る様に努めている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

本人のプライバシーを大事にして、トイ
レ誘導や汚染時には耳元で言葉掛けを
している。居室の入り口や名前の明記
は、家族の意向に沿って対応している。

年長者として敬意を払い、援助が必要
な時はまず本人の気持ちを大切にし、さ
りげないケアを心掛けている。また、年
四回発行されるホーム便りでは、写真
の掲載等についても本人や家族から了
承を得ており、個人情報やプライバシー
にも配慮している。

37

38

39

41

42

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

トイレ誘導や確認・汚染時などは、耳元
で言葉かけをするなど、本人のプライ
ド、プライバシーを大事にしている。ま
た、居室のネームプレートや表札は、本
人、家族の意向に沿って対応している。

(15)40

個人の状態、病状・希望に合った食事
量にしている。医師の意見や指示も取り
入れ対応している。夏場は特に水分補
給の為、夜間の配茶や水分チェックなど
随時必要に応じ行っている。

毎食後、歯磨きや口すすぎなど利用者
の状態に合わせた言葉かけや誘導、介
助を行い、口腔内の清潔保持に努めて
いる。

献立は、入居者にも希望を聞きながら、
職員と栄養士が立てている。敷地内に
同法人施設もあり、同じ献立であるた
め、準備は主菜副菜など手分けして
行っている。入居者も出来ることを手伝
い、食事は職員も一緒に同じテーブル
を囲んでいる。食の細い入居者には、
傍らの職員が話し掛けながら自然な形
で介助している。アルコールの提供も月
に２回程ある。食材は配達が主だが、ド
ライブがてら入居者と一緒に買い物にも
出掛けている。

本人の希望を取り入れ、TP０に合った
身だしなみやおしゃれを楽しんで頂ける
よう支援している。日曜日は整容の日と
し取り組んでいる。家族の理解・協力の
元、外出による美容室の利用も行って
いる。

旬の食材を取り入れた献立をたててい
る。利用者それぞれにあわせた食事形
態にし、盛り付けや器にも気を配りおい
しく楽しく食べて頂けるように気を付けて
いる。同じ食卓を囲み、準備や片づけも
お元気な方には手伝っていただいてい
る。おやつ作りを一緒にしたときはとて
も喜ばれ会話が弾んだ。

日常生活の中で、本人の思いや希望を
受け止め、利用者が自己決定できる言
葉掛けに努めている。（服を選んだり、
飲み物を決めたりなど）

利用者が自分のペースで毎日を過ごせ
るよう見守り、希望に沿った必要な支援
を行っている。

常に利用者の身だしなみに気を配り、
外出の際、女性の方には化粧、男性の
方には整容に心がけている。

利用者の好き嫌いを把握し、それにな
るべくそえるようにお出ししている。イベ
ント毎に（母の日や七夕など）行事食を
提供して、利用者に楽しんでおいしく食
べて頂けている。野菜の下準備・テーブ
ル拭き・食事の後片付けを、出来る方に
は職員と一緒にして頂いている。

毎日の生活の中で、その日の服やおや
つなど本人の思いや希望を取り入れ、
一方的にならない様にしている。自己決
定が出来る様な声掛けに努めている。
希望に沿い、行事以外でもシーズン毎
に外出支援を行い、季節感を感じて頂
いている。

利用者が自分のペースで日々生活を送
れるように見守り支援している。毎日を
楽しく過ごして頂ける様に心がけてい
る。

食べる量を各個人に合わせて調整し、
なおかつ小食の方には、主治医より高
カロリーのドリンクを出して頂き補ってい
る。また、水分不足にならないように、
昼夜ともこまめに水分補給に心がけて
いる。

毎食後、個人の状態に合わせて歯磨き
やうがいの言葉掛けや介助を行い、口
腔内の清潔保持に努めている。義歯の
不具合や痛みのある時は、早めに歯科
受診して対応している。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行って
いる

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をし
ている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

服薬の一覧表をカーデックスに挟み、
一人一人の薬の把握に努めている。服
薬直前、名前の確認を行い、誤薬確認
にも努めている。服薬後の様子観察も
心がけている。

出来る範囲でのお手伝い（食器拭き・洗
濯物畳・野菜の下準備など）をして頂
き、生きがいに繋がるように言葉掛けを
して支援をしている。毎日レクリエーショ
ンの時間を設け、意欲的に参加して頂
いている。

利用者の希望や体調により、ホーム庭
の散歩や季節ごとの花見や紅葉ドライ
ブなどを楽しんで頂いている。また、入
居者様からの要望を受け入れ、ドライブ
や買い物など外出支援を行っている。

44

45

46

43 (16)

47

記録により排泄パターンを把握をし、言
葉かけや誘導を行っている。また、動作
の違いや行動等で気づき、失禁・失敗
が少ないようにトイレへの誘導や言葉
掛けを行い支援している。

湿度計や体感温度にてこまめに空調調
節を行っている。寝具も体調や季節に
合わせて調整を行っている。夜間熟睡
時は、安眠を妨げないよう、トイレ等の
言葉掛けは時間をずらして支援してい
る。

48

49

毎日排便チェックを行い、水分や野菜・
果物の摂取を心がけている。体操や腹
部マッサージも行っている。状態によ
り、医師の指示の元緩下剤の使用も
行っている。

(18)

(17)

利用者の希望や体調により、ホーム庭
や近くの散歩、季節ごとの花見や紅葉ド
ライブなどを楽しんで頂いている。状況
を見ながら、家族了解のもと野球やサッ
カー観戦にも出かけている。

日常生活の中での役割を持って頂きス
タッフも一緒に行っている。（野菜の皮
むきや洗濯物畳、食器拭きなど）季節ご
との園芸や作物などを話題に取り入
れ、ホームの花壇や周囲の田を見られ
楽しまれたりしている。

利用者の体調や希望に合わせ、入浴や
清拭の支援を行っている。入浴を安全
にゆっくり楽しんで頂けるよう心掛けて
いる。

入居者の希望があれば入浴はいつでも
可能である。現在は、午後からの利用
が多く、拒む方には清拭も含め職員を
替えたりタイミングをずらすなど工夫し
ている。衣服の脱ぎ着は出来るだけ本
人に任せ、職員はさりげなく介助してい
る。

各居室の温室時計を確認し、空調管理
を行い気持ちよく休息や睡眠をして頂け
るよう支援している。また、季節ごとの
寝具・衣類の調整を行っている。

職員は、外出が入居者の気分転換や
五感の刺激にもなることを考え、できる
限りの支援をしている。日常的には周
辺を散歩したり、全車両が車椅子対応
車であることから、買い物はもとより、お
やつの外食にも出掛けている。季節毎
の外出も計画し実行されている。

利用者の体調や希望に合わせて、ゆっ
くり入浴して頂いている。またお一人で
ゆっくり入って頂ける様、言葉掛け・見
守りを行い、季節や体調に合わせ、浴
室などの室温調整を行っている。また
色々な入浴剤を使用することにより、入
浴を楽しんで頂いている。

体調や状況に合わせ、おむつの使用は
最小限にしている。記録により排泄パ
ターンを把握し、利用者にあった時間で
の言葉かけや誘導の支援を行ってい
る。状況により居室でポータブルトイレ
も利用して頂いている。

処方箋はいつでも確認できるようにして
おり、医師・看護師の指示のもとに行っ
ている。服薬は管理日誌に記録し確認
している。そして症状の変化を見逃さな
いように努め、医療機関との連携を図っ
ている。

日々の記録から本人のパターンを把握
し、自尊心に配慮したさりげない誘導や
声掛けを行っている。日中は、トイレで
の排泄を大切にしており、便座に設置し
た可動式の手摺りは入居者の建ち座り
を助け、負担を和らげている。また、失
敗してしまった場合でも手早く対応し、
周囲に気付かれないよう配慮している。

食事は、繊維類の多い物を心がけ、便
秘の予防に心がけている。また、体操
や腹部マッサージを行い自然に排便が
あるように働きかけている。利用者一人
一人の排泄リズムを記録により把握し、
必要時主治医の指示の元緩下剤の投
与を行っている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者の方の要望により、家族への電
話を掛ける支援を行っている。家族より
お手紙やプレゼントが届いた時には、
連絡をとり直接本人と会話して頂けるよ
うに支援している。ケアプラン郵送する
際には、写真と近況報告のお手紙を同
封している。

必要な所には手すりを設置している。ま
た、居室やトイレなどの場所が分かる様
に大きく目印をしている。

本人や家族の希望により、ある程度は
自由に嗜好品など購入して頂いてい
る。買い物時にスタッフが同行してい
る。高額になるようであれば、家族に相
談して購入していただいている。

日頃より清掃、環境整備に心がけ不快
臭に関しては換気を行っている。環境整
備委員の活動を中心に、居心地良い環
境を提供している。

玄関横に椅子を置いて共用の一人にな
られる空間を作っている。中庭にもベン
チや椅子テーブルを置き、好きな時にお
茶を飲んだり、談話したり出来る様に対
応している。

51

52

54

馴染みの家具を持ち込んでもらったり、
その方の動きに合わせた配置を行い落
ち着いて頂ける支援している。利用者
の体調によっては、空気清浄機を設置
して居心地良く過ごして頂ける様にして
いる。

50

(19)

55

53

(20)

居室には、畳とフローリングの２種類が
ある。持ち込む品物には、火気や刃物
類以外の制限はない。職員は、入居者
と相談しながら馴染みの物を活かして、
その方らしく過ごせるように支援してい
る。仏壇を持っている方には、毎朝仏飯
を用意するなど、個別に応じた支援をし
ている。また、希望をすれば宿泊も可能
である。

居室前にネームプレートを下げたり、ト
イレの表示をしたりしている。ホーム内
は段差がなく、廊下やトイレなどには手
すりを設置し安全に生活して頂けるよう
にしている。

思い出や馴染の家具などを持ち込んで
頂き、落ちついて安心して過ごして頂け
るようにしている。また、利用者の動き
に合わせた配置を行い安全にも気を付
けている。

リビングには畳とフローリングのスペー
スがあり、1人から4人掛けのソファーを
配置し、好きな場所のを利用して頂いて
いる。畳の間では座ったり横になったり
と自由にして頂いている。

嗜好品の購入にあたり、スタッフが預か
り管理している方もある。本人の希望で
家族了解のもと、ある程度は自分で所
持されている方もおられる。

落ち着いて過ごして頂けるよう、清潔で
明るい空間づくりに努めている。照明や
空調にも配慮し心地よく生活して頂ける
よう気を付けている。また、季節感のあ
る飾りつけを行うようにしている。

入居者が多くの時間を過ごすリビング
は、フローリングと畳に分かれ境目はフ
ラットである。以前は段差もあったが、
年を重ねていく入居者を思い改善され
た。共用部分に華美な飾りはなく、和の
趣きで統一された家庭的な雰囲気と
なっている。全ての職員が属する委員
会のひとつに環境整備の担当があり、
事業所内の掃除はもちろん、臭気につ
いても配慮が行き届いている。

本人の希望により家族へ電話を掛ける
支援を行っている。また、家族からの電
話にはゆっくり会話を楽しんで頂けるよ
うにしている。携帯を持たれている方に
は、充電にも気を付け対応している。
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○ 1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の1/3くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 数日に１回程度ある

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

3. たまにある

4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

1. 毎日ある

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

（参考項目：30,31）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。

（参考項目：38）

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

（参考項目：23,24,25）

57

1. ほぼ全ての利用者の

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（目標指標項目）アウトカム項目））(事業所記入)
　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

（参考項目：36,37）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

（参考項目：49）

58
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○

65

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。

（参考項目：11,12）

68

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

67

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. 全くいない

64

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

（参考項目：2,20）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

63

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

（参考項目：9,10,19）

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

（参考項目：28）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

11/11


